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1 「安心こども基金の概要」は http://www.mhlw.go.jp/bunya/pdf/090303.pdf より。  











 ◆ 出産・子育て・就労の希望がかなう社会 
 ◆ 仕事と家庭の両立支援で、充実した生活ができる社会 
 ◆ 新しい雇用の創出と、女性の就業促進で活力ある社会 
【方針】 
 以下の方針のもとに、制度を構築 
 ◆ 子ども・子育てを社会全体で支援 
 ◆ 利用者（子どもと子育て家庭）本位を基本とし、すべての子ども・子育て家 
   庭に必要な良質のサービスを提供 
 ◆ 地域主権を前提とした住民の多様なニーズに応えるサービスの実現 
 ◆ 政府の推進体制の一元化 
【新システムとは】 
 以下のような新システムを実現 
 ◆ 政府の推進体制・財源の一元化 
 ◆ 社会全体（国・地方・事業主・個人）による費用負担 
 ◆ 基礎自治体（市町村）の重視 
 ◆ 幼稚園・保育所の一体化 
 ◆ 多様な保育サービスの提供 





































  第1章 子どもを取り巻く環境の変化を踏まえた今後の幼児教育の方向性 
 第1節 幼児期における教育の重要性 
 【人の一生における幼児期の重要性】 





  また，幼児期は，知的・感情的な面でも，また人間関係の面でも，日々急速に成長 
 する時期でもあるため，この時期に経験しておかなければならないことを十分に行わ 
 せることは，将来，人間として充実した生活を送る上で不可欠である。 




















































































































































  第１ 指導計画の作成に当たっての留意事項 
































































































































第2章 幼児教育の充実のための具体的方策  
第1節 幼稚園等施設の教育機能の強化・拡大  
 2 発達や学びの連続性を踏まえた幼児教育の充実  
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Web上のデータのラストアクセスはすべて、2011年1月31日。 
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